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ディスカッション
伊藤：たくさんのご質問、ありがとうございました。当初は、それぞれ、ディ
スカッションしてからと思っていたのですが、たくさん質問が来てしまったの
で、まずそれぞれにお答えいただいて、その上で、関係あるところで議論して
いくような流れができればなと思っております。
最初に、僕のところにも結構質問が来ているので、そこからお答えしようか
なと思います。1つは、コミュニケーションの男女差のお話をしたときに、そ
れは人それぞれではないかというご質問がありました。それは、そのとおりだ
と思います。共感能力すごく高い男性もいますし、要件のみしゃべる女性もい
るのは事実です。ただ、大きな流れとして、男性たちは仕事中心の社会で生き
ていますから、要件のみのコミュニケーションになりがちで、共感能力は低い
のではないかと思います。少し細かい話をすると、発達心理学の研究の中で、
特にお母さんが育てる社会の中で、男性は割と早い段階でお母さんと離れがち、
つまり女性はお母さんと同性なので比較的安定した形で幼児段階が送れるんで
すけれども、男の子はどこかでお母さんと違うと、お母さんと自分を切り離し
てしまうことが早い段階で起こるという説があるんです。切り離してしまうと、
客観的に物を見たり、冷静に外部と対応するような習慣が身に付いてしまいま
す。女の子は、お母さんと一体感が割と長く続くので共感能力が付くという説
明をする心理学者もあります。ただ、何度も言うようですけれども、人それぞ
れだと思いますが、大きな流れとしては男性の客観的な物言いや、女性と比べ
ると共感能力が弱くなるというのは、多くの国で確認されていることかなと思
います。この方は、お母さんが男の子にあるべき男性像を植えつけるのではな
いかというお話もされていますが、今、申し上げたように、お母さんの影響も
あると思います。
私の実感とぴったり合っているというお話で、1970 年代、欧米で女性が社
会改革を進めるのに何が特徴的だったのかという質問が出ています。これは、
お話の中で申し上げたように、労働政策の問題もありますし、あと、欧米の多
くの国々では、意思決定の場に女性が入る割当制をつくるような動きが、特に
この 15 年ぐらいあります。例えばノルウェーだったら、企業の役員の 5割か
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ら 4割を女性にしなければならないと法律で縛っています。日本は、なかなか
そこまでは踏み込めないと思います。
あと、男性の共感能力を強めるにはどうしたらいいか、個人、社会、地域事
業はこれからどうすればいいのかです。以前、東京都の男性政策で「複顔主義」
というものがありました。トンボのように複数の眼ではなくて、複数の顔を持
つものです。というのは、男性の共感能力を育てるためには仕事の顔だけでは
なかなか身に付かないわけで、働いている力、家庭の顔とか、地域の顔とか、
市民の顔とか、仕事以外の顔を意識的につくることが必要なんだろうと思いま
す。それは、定年後の生活においても、多くの男性は元仕事の顔という人が多
いです。60 代以上の男性の講座で、自己紹介をしていただいたら、皆さん、
元の肩書きで自己紹介をされたのでびっくりしたことがあります。「元何々何々
校の校長をやっておりました、何々でございます」「何々大学の営業部長をし
ておりました、何々です」。今、あなたは何をやっているんですかというのが、
なかなか出てこないんです。それは、やっぱり、仕事しか顔を持てないという
人生を、多くの男性が送っていたことから来るのかなと思ったりもします。
あとは、これから団塊の世代が介護者、あるいは被介護者になっていく状況
に、どんな課題や希望が考えられるかという提案がありましたけれども、難し
い質問かなと思います。2015 年、既に多くの方が、団塊の世代が 65 歳以上に
突入しています。1947 年、48 年、49 年の 3年に生まれた方たちが、基本的に
団塊の世代と言われます。この 3年間で、800 万人強の子どもたちが生まれて
いるわけです。今、年間 100 万ちょっとくらいですから、団塊の世代の方たち
というのは今の子どもの倍くらいの数が生まれています。その方たちが一挙に
65 歳以上に突入しているわけですから、何度も申し上げますけれども、これ
から本当にとんでもない高齢社会になります。課題的には、外国人のケアワー
カーをどうやって日本の社会が受け入れていくのかが、当面の大きな課題にな
るだろうと僕は思っております。ただ、日本の社会は、それについての対応を
十分にできない状況なのかなという、そんな危惧も抱いています。
僕は 60 代ですけれども、二十歳前後の学生と付き合っているので、やはり
ギャップは感じられるんですけれども、いろいろな形で話を聞いていると、わ
れわれの若いころとそんなに変わってない部分もあるし、かなり変わっている
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部分もあるし、それはしゃべっていく中でしかお互い発見できない部分で、一
緒に何かやるのは今かなというのを思います。確かに、世代を超えるというの
は今日の副題ですけれども、大きなテーマかなと思います。
次は今井さんへの質問です。やはり何人もの方々から、男性がなかなか相談
に来ない状態で、男性をしゃべらせる工夫とか、そういうお声が多かったです。
それにお答えいただきたいのと、相談員はどんな訓練、教育、経験を受けた方
なのですかという質問もありました。男性が語らないというか、難しいところ
で、お母さんやお父さんを介護する息子さんの支援、いわゆる息子介護と言わ
れているんですけれども、一筋縄ではいかなという話をよく聞きます。どうや
ら息子さん自身のこだわりがあって、いろいろやってもあまり効果がないおむ
つのやり方とか、これはよくあることなのか、男性介護者とケアマネがコミュ
ニケーションする中で生じる壁みたいなものです。これは、小林さんにも丸が
付いていて、僕にも付いています。次に、ケアをする男性、特に息子さんの介
護の難しい部分に対する解決策があるかどうかという、これも、後で小林さん
にも聞きたいと思います。
もう一つは、DVについての相談はするけれども、介護はないということだ
けれども、介護がストレッサーになって深刻な問題として相談現場に現われた
とすれば、結果的にDVや高齢者虐待、あるいは健康問題などの事例となるの
で、さまざまな相談者の背景としての介護があるのではないか、それを調べな
いと意味がないのではないかという質問があります。これについても、今井さ
んのところに丸が付いていますので、お答えいただければと思います。
今井：ありがとうございます。まず男性相談に男性がなかなか来られないとい
うことは、男性は相談自体、敷居が高くて、こんなことを相談に行くのはちょっ
と後ろめたいというか、恥ずかしいというか、そこに一歩踏み出せない男性が
多いということです。ただ、先ほども見ていただきましたように、枠いっぱい
予約が入っているということは、それだけの方が自分で相談施設に行くことを
既に実行されていることだと思います。ただ、相談に来られている方は、まだ
力がある人なんです。私たちがもっと目を向けないといけないのは、相談にも
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来られないような人、自分で声を発することもできない人に目を向けていかな
いといけないと思っています。
どんな工夫をしているのかですけれども、それも先ほど少し書かせていただ
きました、一人では敷居が高い、一人だと行きにくいということであれば、同
じ悩みを持つ人たちが集まれる場、京都でもいろいろ活動されている方がい
らっしゃいますし、そういう場に行って自分のことを少しずつ話していく場が
必要です。ウィングス京都でも、女性の場合はグループ相談会ということで、
相談室が主体でテーマに沿って悩みをみんなで分かち合う相談会をやっていま
す。それと同じように、グループ相談会と名前を付けてしまうと男性はなかな
か来にくいので、この間やったように男のキャリアドックみたいな形で、そこ
はテーマを決めなかったんですけれども、自分がどんな転機で悩んできたかを
出す合うことをさせていただきました。その中で、介護に関することも出てお
りましたので、一人でもご参加いただけるような場をつくっていくことが必要
かなと思っております。
それから、私どもの男性相談に携わるカウンセラーですけれども、男性カウ
ンセラーは臨床心理士の資格をお持ちの方、それから産業カウンセラーの資格
をお持ちの方、さまざまな場所で男性に関わる相談に携わっていらっしゃる先
生にお願いをしています。私どもでは、男性の相談には男性が対応させていた
だいております。
あとは、ケアをする息子さんの支援です。相談室に来るとしたら、例えば両
親のケアをしている人がいて、介護をしている自分がしんどいということです
よね。先ほどの統計の中で、介護がなかなか出てこなかったんですという話を
お伝えしたのですが、ちょっと説明の仕方が悪かったんですけれども、統計の
書き方がまだそこまで詳しくできていないということと、一番最初に介護で
困っていますというふうに来られる方が少ないんです。何度も何度もお話を聞
いていっている中で、こんな問題もあるけれども、介護で困っているというこ
とも出てくるということです。私が思うんですけれども、当たっているかどう
か分からないんですけれども、小林さんに聞けばいいのですが、介護に携わっ
ておられている男性の方というのは、相談にも来られないのではないかなと、
来ている場合ではないというところまできてしまうのかなということも思いま
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した。先ほどのほっこりサロンのケアルームみたいに、そこでケアしてくださ
る方がいて、自分が相談を受けるというような二段構えがあれば、そういう方
も来られるのかなと思いました。
男性相談に男性がなかなか来られないということは、男性は相談自体、敷居
が高くて、こんなことを相談に行くのはちょっと後ろめたいというか、恥ずか
しいというか、そこに一歩踏み出せない男性が多いということです。ただ、先
ほども見ていただきましたように、枠いっぱい予約が入っているということは、
それだけの方が自分で相談施設に行くことを既に実行されていることだと思い
ます。ただ、相談に来られている方は、まだ力がある人なんです。私たちがもっ
と目を向けないといけないのは、相談にも来られないような人、自分で声を発
することもできない人に目を向けていかないといけないと思っています。
どんな工夫をしているのかですけれども、それも先ほど少し書かせていただ
きました、一人では敷居が高い、一人だと行きにくいということであれば、同
じ悩みを持つ人たちが集まれる場、京都でもいろいろ活動されている方がい
らっしゃいますし、そういう場に行って自分のことを少しずつ話していく場が
必要です。ウィングス京都でも、女性の場合はグループ相談会ということで、
相談室が主体でテーマに沿って悩みをみんなで分かち合う相談会をやっていま
す。それと同じように、グループ相談会と名前を付けてしまうと男性はなかな
か来にくいので、この間やったように男のキャリアドックみたいな形で、そこ
はテーマを決めなかったんですけれども、自分がどんな転機で悩んできたかを
出す合うことをさせていただきました。その中で、介護に関することも出てお
りましたので、一人でもご参加いただけるような場をつくっていくことが必要
かなと思っております。
それから、私どもの男性相談に携わるカウンセラーですけれども、男性カウ
ンセラーは臨床心理士をお持ちの方、それから産業カウンセラーの資格をお持
ちの方、さまざまな場所で男性に関わる相談に携わっていらっしゃる先生にお
願いをしています。私どもでは、男性の相談には男性が対応させていただいて
おります。
あとは、ケアをする息子さんの支援です。相談室に来るとしたら、両親、ケ
アをする人がいて、介護をしている自分がしんどいということですよね。先ほ
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どの統計の中で、介護がなかなか出てこなかったんですという話をお伝えした
のですが、ちょっと説明の仕方が悪かったんですけれども、統計の書き方がま
だそこまで詳しくできていないということと、一番最初に介護で困っています
というふうに来られる方が少ないんです。何度も何度もお話を聞いていってい
る中で、こんな問題もあるけれども、介護で困っているということも出てくる
ということです。私が思うんですけれども、当たっているかどうか分からない
んですけれども、小林さんに聞けばいいのですが、介護に携わっておられてい
る男性の方というのは、相談にも来られないのではないかなと、来ている場合
ではないというところまできてしまうのかなということも思いました。先ほど
のほっこりサロンのケアルームみたいに、そこでケアしてくださる方がいて、
自分が相談を受けるというような二段構えがあれば、そういう方も来られるの
かなと思いました。
伊藤：追加で、介護相談に応じられるスタッフがおられるのかどうかという質
問と、相談者で 30 代の方が多かったデータが少し前までありましたけれども、
それは何か傾向があるのかどうか「相談室に 20 代の方が増えているようです
が」と書いてありました。
今井：相談者は、23 年度までは 30 代が主でしたが、24 年度から中高年が増え
たというお話をさせていただきました。ウィングス京都の相談室は、その方が
持っておられる問題を主体的に解決していくためのサポートをするということ
なんです。なので、例えば「それじゃあ、こういうところに行って、ここで相
談されてはどうですか」というところまではできるのですが、そこから先の、
地域でどういうふうにやっていくかというところまでは、私たちは情報を持っ
ていないので、その方が求めていらっしゃる情報が確実に得られそうなところ
をつなぐところまではさせていただいています。
伊藤：それでは、小林さんへの質問です。先ほどの息子さんです。多分、これ
は、それこそ、シングルのままの息子さんがというケースも含めてでしょうけ
れども、確かに、今、シングル男性が増えていて、シングル男性が両親のケア
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対象になって困難というのも、課題に入っているのではないかと思います。息
子さんのケアのいろいろな問題についての対応策をお願いします。もう一つは、
これは僕も聞きたかったのですが、ケアルームの開設にあたってのサポーター
養成をどうされたのかです。これを実際に書かれている方は、被介護者を家に
残しておけないので参加できないという形で、グループを抜けた方がおられる
ということなので、ケアルーム開設にあたっての体制、どんな養成で、どんな
研修をしているのかのお話です。もう一つは、推進運営は包括支援センター、
行政当局の事業なのか、ほっこりサロンなのかです。できる男の生活講座は魅
力的な企画だと思います。テーマとなる講座の講師はどんなふうに統括されて
いるかです。ケアサポーターの養成講座のプログラムはどんな内容ですか、か
なり細かいところまでいっていますけれども、そのような質問が小林さんには
来ております。お願いいたします。
小林：まず最初に、息子さんの介護です。ほっこりサロンのほうでも、開設当
時は奥さまを介護されている人が圧倒的に多かったんですけれども、1年半ぐ
らいたってから息子さん介護が増えてきました。年齢層も、かなり下がってき
た段階です。今は、4対 6くらいの割合で、息子さん介護と奥さま介護の人数
の割合になっているかと思います。息子さんの介護の難しさというのは、奥さ
まを介護されている方のお話を聞いていますと「今まで奥さんにいろいろ世話
をかけたから、自分が介護をしないといけない」と言われる方がたくさんいらっ
しゃるんですけれども、息子さんは致し方なくてというのが最初のきっかけで
す。お父さん・お母さんは大好きなんだけれども、みる人がいないから、自分
しかいなかったというところなんです。問題になるのは、ご兄弟がいらっしゃっ
ても、ご兄弟が協力してくれないとか、奥さまを介護されている方はお子さん
に迷惑をかけたくないとか、ご親戚に迷惑をかけたくないから自分で何とかし
たいとおっしゃる方が多いんです。息子さんはお仕事をしながらとか、世代が
若くなりますので、仕事が難しくなって早期退職される方がいます。そういっ
た意味で、少し課題も変わってきていますので、対応もそれぞれいろいろあり
ますので、変わってくると思います。すいません、お答えになっているかどう
か分かりませんが。
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ケアルーム開設のためのボランティア講座のほうなんですけれども、ケアサ
ポーターの養成講座です。東京のNPOのアラジンというところに行かせてい
ただいて、そこでケアサポーターの養成講座をされておられまして、そこのよ
うな大掛かりなことは私たちにはできないんですけれども、いろいろなイベン
トで子育ての部会では託児所や託児ルームがあります。でも、介護されている
方は、イベントや講座でなくても、地域の中の落語会とか、ちょっとリフレッ
シュするようなところにも行けないんです。そういう介護者のお話の中で、一
緒に来ていただいて、一緒に参加できたらいいんですけれども、1時間、2時間、
安心してそこの講座を受けていただいたり、イベントに参加していただけるよ
うに思いまして、老人センターと協働でボランティア養成のために 3回講座を
いたしました。3回講座の中には、うちは地域包括支援センターということで
介護の相談窓口でもありますので、現在の介護の状況はどうなっているのか、
介護保険の制度はどういうことになっている、制度の中ではまかなえない問題
がいろいろあって、介護されている人はこういうことで困っているということ
を 3回に分けてやりました。その講座の中に、実際に男性介護者の方に来てい
ただきまして、実際こういうことで困ったことがあるという体験を話していた
だいて、終了後ボランティアとして登録していただきました。ケアルーム自体
は、専門職とボランティアさんが一緒に遊んだり、ゲームをしたりという形で
時間を過ごしていただいております。実際には、津止先生の講演会のときと、
できる男の講座の時にケアルームを開設しました。その後、イベントがありま
せんでしたので、4月以降にまた再開予定なんです。ボランティアさんは 11
人ほど登録してされていまして、交代でケアルームにてボランニアをしていた
だきます。来て、一緒にお話ししたり、ケアルームの中には必ず専門職がいま
すので、専門職と一緒にいろいろなゲーム等をしていただきます。
それから、できる男の生活講座ですが、私たちはスキンケアについてですが、
日々、いろいろな形で、介護者の方と被介護者の方のお世話をさせていただく
ことがあるんですけれども、男性が介護されている奥さまやお母様の顔がかさ
かさになっていたり、唇が切れていたりします。お聞きしたら、かさかさになっ
てきたらニベアを塗るとか、唇が切れたらメンソレータムのリップを塗るとい
うような話を聞いています。女は若いときから、ずっと化粧品にこだわってい
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ますので、できたら普段の基礎化粧品を使って手入れをしてほしいなと思い、
講師の先生をいろいろ探したんです。いろいろ企業を回ったのですが、なかな
か講師料が高くて、講師の先生に来てもらえなくて、結局、まちの化粧品屋さ
んの店主に来てもらいました。化粧品屋の店主のおじさんだったんですけれど
も、化粧品の講習を受けて、ちゃんと勉強している人です。その方に来ていた
だきました。講師で、よく資生堂の奇麗なお姉さんが来て、いろいろやってく
ださったりする研修があるんですけれども、今回は町の化粧品屋のおじさんで
身近な雰囲気で洗顔の仕方とか、顔の洗い方とか教えていただきました。質問
の中には、奥さんがいっぱい化粧品を持っているけれども、これを一体どうし
て使ったらいいのか分からないとか、結構、質問が多くて、なかなか講義が進
まなかったということがありました。
お洗濯、お掃除に関してですが、洗濯に関してはヘルパーさんの講師をされ
ている先生に来ていただきました。皆さん、安ければいいみたいな感じで選ん
でおられたり、裏の説明書きとかをきちんと読まないことがありますので、洗
剤の使い方、柔軟剤の使い方、洗い物によってどういう洗い方をするのかをやっ
ていただきました。お掃除は、お掃除のプロに来ていただきました。すごく参
考になったんけれども、マジックリンぐらいは名前をご存じの方も多いと思う
んですけれども、住居用洗剤にもアルカリ性と酸性があって、汚れを落とすの
にはアルカリ性・酸性の特徴を使って汚れを落とすという話で、講座を受けて
いる人はすごく熱心にメモを取っておられて、質問もたくさんありました。
栄養に関してですが、男性のための調理教室は結構あるんです。皆さん、日々、
お弁当ばかりでは飽きてきます。例えば出来合いのものを買うにしても、何を
どう選んだらいいのか、栄養が偏ってしまわないようにと言うけれども、どう
考えたらいいのというところから、献立を考えましょう、栄養のバランスの取
れた食事について、栄養を考えましょうということです。これは大阪市の高齢
福祉課におられた調理師さんに来ていただいて、講座をしていただきました。
運営については、地域包括支援センターが運営をしております。これは、包
括業務の中でやらせていただきます。ただ、うちは社会福祉協議会が母体です。
社会福祉協議会に場所の提供をしていただいて、包括業務として運営をして、
世話人というのは専門職です。包括支援センターは看護師、保健師、それから
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社会福祉士、ケアマネージャーという形で専門職がそろっておりまして、専門
職が支援をさせていただいているのが特徴かと思います。
伊藤：はい、ありがとうございました。全体のご質問という方が何人かおられ
ます。質問というかご意見で、今日はあまり出なかったのですが、認知症につ
いて社会的に誤解があるのではないか、テレビで取り上げているイメージで認
知症を捉えているのではないかと頂きました。小さな変化も含めて、100 人い
たら100とおりの物忘れの経過があります。個別支援の前提となる初期段階の、
認知症の疑いの段階から対応することが必要なのではないか、介護支援をもっ
と認知症のイメージをされたほうがいいのではないか、そのとおりだと思いま
す。これはご意見という形で承ります。
お二人の方から、職場において、もし自分の身近に、同僚や部下に介護の問
題が生じたときに、団体としてどう対応するか、個人としてどういう対応をす
るかというお話がありました。もう一つが、管理職に対する教育、アプローチ
が必要ではないかというご意見と、ある面、職場における対応ということで質
問が来ています。管理職については全くそのとおりで、今、やっと管理的な職
に就いている人たちに対する男女共同参画の視点からのアプローチがやっと語
られ始めて、京都市も始めているのではないかと思います。ただ、これは、ま
だまだ後手に回っている部分です。これは、介護の問題もそうですし、育児の
問題もそうですし、全般に至って管理する方たちにどうやって意識を変えても
らうかというアプローチが、やっと始まったばかりですけれども、これは上の
ほうからやる以外にないかと僕個人は思います。
もう一つは、身の回りに介護の問題をするときに、あなたの団体、あるいは
組織、あるいは個人としてということです。京都大学には、一応、男女共同参
画推進室がございまして、そこでは介護についての法制度の情報提供であった
り、研究者だけなんですけれども、介護や育児が必要な研究者に実験補助のお
金を出して、年間 1,500 万くらいお金が掛かっているんですけれども、介護や
育児で忙しい状態の人には補助する形でサポートするものをつくり上げていま
す。あるいは、先週の土曜日にやっていたのですが、大学として独自に介護の
講座を、教職員、あるいは学生も含めて提供するような形で、微々たる動きで
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すけれども、組織として介護の問題に対してそれなりに対応し始めていると思
います。ワークライフバランスが、企業の業績や企業の組織力にプラスなるん
だということを、管理職的な立場に立っている人たちに伝えることが大切なの
かなと思いました。ほかには、地域連携のお話と防災をお願いします。
小林：地域連携のところで言いましたら、各市町村、それから各地域包括、私
は大阪市なんですけれども、国のほうでも、去年、オレンジプランというもの
が出まして、そこで、医療、介護、福祉の連携がうたわれています。そこにも
家族支援が必要だという話とか、国の制度として認知症の方や家族が安心して
住めるまちづくりの推進ということで、方針が出されています。それに伴いま
して、高齢者、障害者や子どもたちが安心して住めるまちづくりを目指しなが
ら、行政と地域包括、つまり各関係機関です。今、住吉区でも、大阪市内でも、
医師会とか薬剤師会、介護の関係者、種々の関係者が集まりまして連携を取っ
ています。地域や民生委員さんも地域で連携を取って動いております。
防災なんですけれども、各市町村、町会単位で、防災時に孤立世帯がないよ
うにという働き掛けを、私たち地域包括も一緒になって取り組んでいるところ
です。
伊藤：ありがとうございました。そろそろ時間なんですけれども、もう一つ、
これは小林さん以外にということで、男性介護者という視点で、それぞれの持
ち場でどんなことを考えるかというご意見です。これは、それぞれに聞いてい
ると時間がなくなるかなと思いますので、僕のほうで個人的な意見としてまと
めさせていただきたいのですが。今、小林さんのお話にもありましたように、
介護の問題で、1つは促進にはワンストップ化が必要です。できるだけワンス
トップで支援できるような仕組みです。今、小林さんがおっしゃっていたお話
なんですけれども、主にそれを支えるネットワークが、やっとそれが動き始め
ている段階かなと思いますので、社会サービスの面ではつくっていくことは前
提だろうと思います。昔、男女共同参画の講演会というと託児ルームがあった
ように、ケアルームつくられていければと思います。
先ほどの小林さんのデータで、実際に現場の中では、つらいから辞めたいと
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いう人が過半数、病気持ちの方も 7割ぐらい、そういう老老介護の状況がある
わけです。それに対してどういう答えがあるのかは、大変難しいだろうと思い
ます。社会支援を求めることは当然なんですけれども、特に男性がということ
になると、介護やケアに慣れていないというか、そもそもそれが理解されてい
ない男性たちが介護に入っていく、技術面の問題は小林さんのところでやって
おられることだろうと思います。
あとはメンタルの問題は、男性相談の形で、先ほどのデータですと、介護は
項目に入っていない段階だと思いますけれども、先ほどの団塊の世代にはない
ではありませんけれども、これからは介護という項目が出てこざるを得ないで
す。京大でも以前は講演会で育児問題ばかりをやっていたのですが、今は同じ
立場で介護の講演会が行なわれていて、いろいろ広報し始めるようになってい
ます。介護がクローズアップされてくる、それに対する相談もあると思います。
同時に、今日、私が、一生懸命、申し上げたのは、男性たちはコミュニケー
ションが苦手な方が多いです。同時に、いつも強がっていて自分の弱さと向い
合えない、弱さと向かい合いながら弱さを人に伝えられる力も必要になってく
るのではないかと思います。もちろん、今日は、弱さと向き合っておられる方
も多いだろうと思いますけれども、多数派はまだまだ相談する力はなかなかな
いという状況で、それにどういう働き掛けをするのかというのが、今の 1つの
課題だったのかなと思います。それが、男性相談でやっと動き始めているとい
うことです。つらいのは分かるんですけれども、つらさの中でそれを個人でど
う捉えるかという問題も、慣れてないが故に、これは男性がすごく苦手なこと
でもあるんです。落合恵子さんがおっしゃったことで、昨日聞いた話で、思い
出したんですけれども、落合さんは介護されていて、お母さんが認知症で、と
きどきお母さんの顔にいたずらをするんです。「毎日、小さなお祭りをする」
というふうに彼女は言っているらしいですけれども。つらい中で、ちょっと遊
びをしてみる、お祭りをしてみるみたいな工夫です。それも男性は苦手なんで
すけれども、日常生活で「花が奇麗だ」「今日は空が青い」とか、こんなこと
で解決にならないことは分かっているんですけれども、小さな発見や奇麗なこ
とを見ることは、問題解決にはつながらないものではあるんですけれども、生
き方の工夫です。言葉や理念ではなくて、気持ちがほっこりするような工夫が
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男性介護には必要なってくるのではないかと僕は思っています。
時間がオーバーしてしまって、皆さんの質問に十分に答えたことにはならな
かったかもしれませんけれども、それについて不満は後で津止さんにぶつけて
いただければと思います。
これで、私のほうのシンポジウムは終わりとさせていただきたいと思います。
ご協力、どうもありがとうございました。
津止：伊藤先生、どうもありがとうございました。1時から始まって、あっと
いう間に 4時半、3時間半が過ぎ去りました。
今日のシンポジウムを私たちのほうで少しまとめさせていただいて、男性介
護の視点から、なぜ男性支援というテーマが生まれてきたのか、あるいは男性
支援というテーマと私たちが暮らす社会構造上の関連を報告しながら、これか
ら先ほどの課題を探ってみたいなと思っています。
伊藤先生のお話の中で、長い歴史的な背景の中で、女性の問題から、今度は
男性のさまざまな課題に、この社会は行き着くのではないかと予想されてきた
というのが、20 年前でまで提示されていましたけれども、今、そういう結果
が出てきていますよね。男性の課題を私たち自身が議論して、法に定めれば、
男女問わず生きやすい社会を実現することが可能です。男性が抱えている課題
と女性が抱えている課題をともに解決すう方法を私たちは指し示すことが可能
ではないかと、そんなことを思ったりもするわけです。男性介護者というテー
マでの議論から、介護する人もされる人も、さらには男性も女性も含めて、介
護に関わるすべての人と社会について、希望のある明るい未来への展望にまで
広がる議論を頂いたのではないかと思います。
先ほどの質問票に、私のほうにも質問を頂きました。家族介護者だけではな
くて、20 代、30 代、40 代の若いケアメン、仕事として介護を担っている方々
もたくさんいらっしゃいます。そういったことを考えると、世代を超えてとい
うことは、家族の介護もするし、仕事としての介護もする、その 2つをブリッ
ジできるのではないかという、そんなことも忘れてほしくないというご意見も
ありました。確かに、そうだと思いました。介護を真ん中に置いて、皆さまと
一緒に社会を考えます。介護のことで、あらゆる社会政策が検証される時代で
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す。それが今の高齢社会が直面している課題だろうと思っています。私たちは、
そこもぜひ頑張ってみたいなと思いますけれども、皆さま方も一緒に地域の中
で介護に声を上げて、小さな声が大きく束ねられて初めて社会の土台が動いて
いくんだろうと思いますので、道は厳しいかもしれませんけれども、私たちの
取り組みは将来につながる道だと確信を持って頑張っていきたいと思っていま
す。
今日の男性支援の可能性は、そういったことを言いたかった、確認したかっ
たことですので、皆さまと一緒に、もう一度、振り返りながら、これから後の
プログラム、そして明日のプログラムに入っていきたいと思います。伊藤先生
とパネラーの皆さま、本当にありがとうございました。もう一度、大きな拍手
をお願いします。
今日のシンポジウムは、以上でお開きにします。この後、5時から、全国か
ら集まっていただいている男性介護者の会や集いを主催している皆さま、ケア
メングループの皆さまとの意見交換会を用意していますので、5時からになり
ますので、それまでは自由に交流していただければ結構かと思います。どうも
ありがとうございました。
